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指導対象はアメリカのペンシルバニア州の高校 58 校における 61 学級の初級フ
ランス語クラスと 43 学級の初級ドイツ語クラスであった。被験者数は 2171 名の
男女高校生であった。指導法は 3 種類で①伝統的な指導法（文法訳読式），②機能
的なスキル指導法（オーディオリンガル法），③機能的なスキル指導法（オーディ
オリンガル法）＋文法解説，という計画で，1 校につき 1 指導法が割り当てられた。







1  直後にチョムスキー（Chomsky, 1959）は認知心理学的な見地から行動主義による言語習得観を強く批判
している。
































2  Flanders（1960）が開発した学校の教科全体に利用できる汎用的な授業観察システム。Flanders 
Interaction Analysis Categories の略。分析項目が 10 種類と限られており、他の教科と異なり、言葉のやり
とりが習得のための練習として行われる語学授業においては、やや不向きな点が課題視されていた。
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実態を把握する目的から CLT に準拠した授業観察法として，Frohlich, Spada and 
Allen（1985） が COLT（Communicative Orientation of Language Teaching）
を考案した。この観察法は授業をリアルタイムに観察するための Part A（表２）
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察法に FOCUS がある（Fanselow, 1977, 1987）。FOCUS は Foci for Observing 
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コミュニケーションの分析システムは日常のコミュニケーションも分析できなけれ
ばならないという理念がある（Fanselow, 1987）（表４）。
表４　FOCUS の 5 つの特徴（Fanselow, 1987. にもとづいて筆者邦訳）


















4  授業内コミュニケーション分析という点ではイギリスの Sinclare & Coulthard（1975）も同様の試みを行っ
ている（Allwright, 1988, p.126）。













いを利用者が調整できる点も FOCUS の特徴とされている（Fanselow, 1987）。
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① Q&A においては L2 を使うか L1 を使うか，あるいは口頭（la）で行うか，
文字（lv）で行うかなどの媒体の操作が可能であろう。② True/False においても
同様であるが，個別に尋ねるか（s），クラス全体（c）に尋ねるかなども変更要素
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